
えびの高原池めぐり自然探勝路 火山ガス観測結果等について 

宮崎県自然環境課   

１ 調査概要                                                                 

(1) 事 業 名  えびの高原池めぐり自然探勝路火山ガス調査・分析・安全性評価業務 

(2) 調査業者  日本物理探鑛株式会社九州支店（本社：東京都） 

(3) 調査場所  えびの高原池めぐり自然探勝路通行止め区間 

（エコミュージアムセンター第２駐車場先から不動池駐車場までの約 0.8km） 

(4) 調査内容  ①火山性ガス面的調査、②火山性ガス連続観測（硫化水素（H２S）、二酸化硫黄（SO2）等）、③安全性評価 

 

 

調査位置 

通行止め区間 
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２ 調査内容・結果                                                              

 (1) 面的調査 

○ 目   的： ①調査地全体の火山性ガスの噴気状況の確認、②連続観測箇所選定の根拠資料 

○ 調 査 日： 令和７年 10 月 20 日～10 月 22 日、12 月 18 日 

○ 調査範囲： ①硫黄山南側県道１号沿い 250m、②遊歩道 600m について、不動池側を起点とし、面的調査を実施 

○ 調査方法： 調査はガス検知器等の測定器等を用いて噴気状況等を確認 

     【調査範囲】                                            【調査内容】 

 

 

・ 計測間隔は 10m。歩道を中心に左右 20ｍ

程度以上について実施 

・ 火山ガスの計測は携帯型ガス検知器

QRAEA3 を用いて硫化水素、二酸化硫黄、

酸素の３成分を同時に計測 

 

① ② 



○ 面的調査の結果 

・ 10 月 21 日に不動池駐車場（基準点 0ｍ）から遊歩道 180ｍ付近にかけて、硫化水素（H２S）が 0.6ppm～2.0ppm

（基準値：10.0ppm）測定された。 二酸化硫黄（SO2）（基準値：2.0ppm）は測定されていない。 

・ 10 月 22 日、12 月 18 に実施した観測では、遊歩道上では硫化水素及び二酸化硫黄は全く測定されていない。 

 

 

 

     ※ 遊歩道上の○が 10/21 の観測で硫化水素（H２S）が測定された地点 

 

基準点 



(2) 連続観測 

○ 調査期間： 令和７年 10 月 21 日～12 月 18 日 

○ 調査地点： 面的調査の結果及び過去に高濃度の火山性ガスが測定された地点を考慮し、遊歩道と渓流が交差する「Ａ地点

（橋）」、不動池駐車場の「Ｂ地点（不動池）」の２地点を連続観測地点として選定 

 
 

【Ａ地点での観測状況】                   【Ｂ地点での観測状況】 

  

Ａ地点 

Ｂ地点 



○ 連続測定の結果： 両地点共に硫化水素（H２S）、二酸化硫黄（SO2）は検出されたが、基準値以下 

＊基準値：硫化水素 10.0ppm、二酸化硫黄 2.0ppm    

     Ａ地点（橋）： 硫化水素は 2.5ppm 以下、二酸化硫黄は 2.0ppm 以下 

 

                                  【硫化水素測定結果（2025.10.21～12.18）】 

 
                                 【二酸化硫黄測定結果（2025.10.21～12.18）】 

 



 

     Ｂ地点（不動池）： 硫化水素は 2.0ppm 以下、二酸化硫黄は 1.1ppm 以下 

＊基準値：硫化水素 10.0ppm、二酸化硫黄 2.0ppm    

 

                                       【硫化水素測定結果（2025.10.20～12.18）】 

 
     

                           【二酸化硫黄測定結果（2025.10.20～12.18）】 

 
 

  



 (3) 火山ガス濃度と風向風速との関係 

     2025.10.21～12.18 に A 地点（橋）、B 地点（不動池）において風向風速等を測定 

 

     Ａ地点（橋） 

○ 常に風は吹いており、最大風速は 7m/s 以下。 風向は北西又は南東方向に卓越 

○ 風速４m/s 以下の場合、硫化水素を高め（1ppm 程度）に検出することが多かった。 

○ Ａ地点の南東には硫黄山噴気孔が存在していることから、無風状態では周辺にある噴気孔から発生した火山ガスを検出しており、

風速が４m/s 程度になると硫黄山からの噴気が影響し、火山ガス濃度が上昇していると考えられる。 

 

Ｂ地点（不動池） 

○ 常に風は吹いており、最大風速は 9m/s 以下。 A 地点よりも風が強く吹く傾向。 風向は北西又は南南西方向に卓越 

○ 風速４m/s 以下で火山ガスを検出。 特に無風～0.5m/s での火山ガスの検出が多かった。 

○ 風速が小さい時の火山ガスの検出数が多く、硫黄山に比較的近いことに起因している可能性が高い。 

 

 (4) 噴気孔調査 

○ 遊歩道沿い噴気孔がないか、目視、臭気並びに検知器により調査を実施。 

令和７年８月までは橋付近の河川敷に噴気が認められたが、９月下旬以降、降雨時以外は河川水位もなくなり、噴気も確認でき

なくなった。 

   ○ Ａ地点（橋）付近の沢は涸れ沢となり、噴気は認められなかった。 

  

  

 



 (5) 植生調査 

   ○ ドローンにより遊歩道周辺の植生調査を実施 

○ 標高の高い側は松の生育もまばらであるが、ほとんどの松で枝が枯れていることを確認。 標高が低くなるに従い松の群生率も上がり、

枝枯れの割合も低くなることを確認 

しかし、標高の低い範囲においても、遊歩道北側の沢沿いは窪地状をていしており、松枯れは顕著 

○ 調査時期が秋～冬にかけてであったため、ススキが自然に枯れるとともに火山性ガスの影響も受け赤褐色～白色に変色している箇所

が視認された。 

【ドローンによる植生調査（赤線で囲んだ樹木は枯れている）】 

  



  

 

 (6) 動物調査 

○ 高濃度の火山性ガスが噴気していると、トンボ、蝶等の昆虫の死骸、ウサギ等小動物の死骸が視認されることがあるが、 

８月以降昆虫、小動物の死骸は視認されていない。 

  



３ 安全性評価                                                                

○ 火山性ガス濃度はいずれの調査結果も基準値以内 

○ 最大値が観測された頻度は１～３回／月程度 

○ 硫化水素は、安全管理基準は上回るが、許容濃度、作業環境測定基準は

下回っている。 

○ 二酸化硫黄は、遊歩道において基準値以下。 県道１号沿いの面的調査で

は１回基準値を上回った。 

 

【火山性ガス観測結果一覧】 

                                     （単位：ppm） 

測 定 場 所 等 
硫化水素 
（H２S） 

二酸化硫黄 
（SO2） 

基 準 値 
10.0 

*1 2.0 

面的調査（最大値） 
遊歩道 2.0 0.0 

県道１号 2.2 3.0 

連続観測（最大値） 
A 地点（橋） 2.5 2.0 

B 地点（不動池） 2.0 1.2 

連続観測低濃度*2 A 地点（橋） 0.13 － 

  ＊1 作業環境測定基準 

米国産業衛生専門会議（ACGIH）による安全管理基準： 1.0ppm 

安全管理上の目標基準（許容濃度）： 5.0ppm（日本産業衛生学会） 

   ＊2 R7.9.29～10.2 まで 0.001ppm まで測定可能な機器を用いて測定（委託事業外） 

火山性ガスによる危険度判定表 

 
 

４ 今後の方向性（遊歩道の開放）について                                                         

 ○ 今回の調査結果（火山性ｶﾞｽによる危険度判定表等）により、一定の安全性を確認 

 ○ 今後、環境省やえびの市などの関係機関と連携を図り、開放に向けて安全対策（注意喚起看板、ﾛｰﾌﾟ柵等）について検討予定 


